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研究の 背景

完全主義は (1) 適応 的な性質と (2) 不適応的な性質をあわせ持 つ パ
ー ソナリ テ ィ で あ る

｡

例 えば完全主義は (1) 生活満足感 ､ 自尊感情 ､
s elf - C o nt r ol 感 ､ 学業成績 と結び つ い て い る ｡

そ の
一

方で ､(2) 不安障草(強迫性障害､ 社会不安障害) ､ 気分障害 (大うつ 病､
双極性障害) ､

摂食障害､
心身症 (痔痛 ､

慢性的疲労､ 頭痛､ 局所性 ジス トニ ア) とも結び つ い て おり ､

認 知行動療法にお い て は極めて重要 なパ
ー

ソナリテ ィ の ひと つ とされて い る ｡

しか しなが ら ､ 完全主義の 適応的な側面と不適応的な側面 の 関係は 明らか に され て い ない ｡

言い か えれ ば､ 完全主義が い つ ､ どの ように適応的/ 不適応と結び つ く の か ､ 詳細なメ カ ニ

ズ ム はこ れ まで検討されて こ なか っ た ｡
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自 己志向的完全主義 (s elf - O ri e nt e d P e rf e cti o ni s m : S O P) とは ｢自分自身に厳 しい 基準を設 定

し､ 自分の 行動を厳 しく評価す る傾向｣ と定義され る パ ー ソナリテ ィ で あり ( H e w itt & F l ett ､

1 9 9 1) ､ 完全 主義の なか で 最も基本 的で包 括的な概念で あ る o
上記 の 問題 を踏まえ博士論 文

で は ､ (1) 自己志 向的完全主義の 認知 モ デル を作成 し､ (2) 自己 志向的完全主義が どの ように

心理的適応 と不適応と結び つ く の か ､ そ の メカ ニ ズ ム を明らか に した
｡
さらに

､ ( 3) 研 究で 得

られた知見 に もとづ き ､ 完全主義と結び つ く様々 な精神疾患に 対する認知行動療法 を考案 し

た｡

こ の 認知 モ デル は ､ 状況 に応 じて 自己志 向的完全主義か ら完全主義の 認 知 (意識 の 中に 生

じて く る思考) が 出現 し ､
こ の 完全 主義 の認 知が適応 ･ 不適応 と結び つ く とい うも の で ある

｡

自 己志 向的完全主義の ポジテ ィ ブな認 知過 程 ､ ネガテ ィ ブ な認知過程 を図 1 に示 した｡
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図1 自己 志向的完全主義の 認知 モ デル

完全主意 の ポ ジテ ィ ブを爵糸遊産

こ の認知過程は ､ (I) 接近 目標 (成功 ､
他者の 賞賛 ､ 秀逸などの ｢報酬｣ を追求す る 目標) の

ある状況で は ､ (2) 自己志 向的完全 主義か ら完全主義の ポ ジテ ィ ブ な認知が生 じ ､ (3) こ の

認知が心理 的適応と結び つ く と い うも の で あ る｡

/宗全主着 のネ/ グテ ィ ブ凌爵勿適者

こ の 認知過 程は ､ (1) 回避 目標 ( 失敗 ､
拒絶､
平 凡な どの ｢ 罰｣ を回避す る 目標) の ある

状況 で は ､ (2) 自己 志向的完全主義よ り克全主義の ネガテ ィ ブな認 知が 生 じ ､ ( 3) こ の 認知

が心 理的不適応 と結び つ く と い うも の で ある ｡
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以上 の認知 モ デ ル に基 づき博士論文研究で は 6 つ の 実証研究を行 っ た ｡ 各章の概要 を表 1

に掲載 した｡

表 1 ｡ 各章の 概要 と出版状況

章 研究 概要

完全主義の 定義 の 整理と分類 ､ 完全主義の 適応的
･ 不適応的側

面に つ い て レ ビ ュ
ー

､ 博士論文 の 目的 の提示

ⅠI l 自己 志向的完全主義と cl o n i n g e r の 気質モ デル との 関係 の 検討

2 多次元完全主義認知尺度の 作成

3 多次元完全主義認知 尺度の 構成概念妥当性 の検討

自己志 向的完全主義がポ ジテ ィ ブ感情
･ ネガテ ィ ブ感情と結び

つ く認 知過程 の 共分散構造分析に よ る検討

ⅠV 5

自己志 向的完全主義がポ ジテ ィ ブ感情 ･ ネガテ ィ ブ感情と結び

つ く 認知過 程の 実験法 によ る検討

自己志 向的完全 主義が過度の 情報収集行動 を増加 させ る認知過

程 の検討

Ⅴ 総合考察と治療的示唆 ､
限界と展 望

.

･

-

･

●

i I.
:

まず､ 先行研 究を レ ビ ュ
ー し

､ 乱立 した完全主義の 定義とア セ ス メ ン トに つ い て整理 と分

類を行 っ た｡ 次に ､ 完全主義に つ い て未解決 の 問題 を指摘 し､ 特に完全主義の 適応的
･ 不適

応 的側面 に つ い て の 議論 をとりあげた｡ 最後 に ､ 完全主義パ
ー

ソナリテ ィ が どの ように適応
･

不適応を導く か を明らか にすると い う､
本博士 論文 の 目的 を提示 した ｡

屠IJ _夢

第ⅠⅠ章の 目的は ､ 完全主義パ
ー ソナリテ ィ が ､ も ともと不適応的な パ

ー ソナリテ ィ で あ る

の か を検討す る こ とで あ っ た ｡
そ の た め ､ 完全 主義と既存 の パ

ー

ソナ リテ ィ モ デ ル と の 関係

を質問紙調 査で検討 した ｡

研究 l で は ､ 大学生 4 2 8 名 を対象に質問紙調 査 を実施 し､ 自 己志向的完全主義と c l o n i n g e r

の 気質理論を測定する 尺度で ある T e m pe r a m e nt a n d C h a r a ct e r I n v e nt o ry ( T C I s h o rt v e r si o n ;
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Cl o n in g e r et al . , 1 9 9 3) と の 関連 を検討 した ｡

その 結果 ､ 自己志 向的完全主義は､ 低 ･ 新規性追求 と高 ･

固執と い う気質パ タ ン と結び つ

く が
､
さま ざまな精神病理 の 脆弱性 となる損害回避 とい う気質とは結び つ か なか っ た ｡ つ ま

り ､ 完全主義は もともと不適応 的な パ
ー

ソナリテ ィ とは言 えな い こ とが示唆され た
｡

ノ夢JII _夢

第ⅠⅠⅠ章 の 目的は ､ 自己志 向的完全主義の 認知 モ デル を作成する こ と ､
そ して完全 主義 の

認知 を測定する尺度を開発す る こ と で あっ た ｡
まず先行研究 の 理論 に もとづき ､ 自己志 向的

完全主義の 認知 モ デル を構成 した｡
これ が図 1 (p 2) の 認知 モ デル で ある ｡ こ の モ デ ル にお い

て ､ 完全主義パ ー ソナ リテ ィ が適応と不適応 を導くメ カ ニ ズ ム の仮説 を生成 した｡

研究 2 で は ､ 大学生 を対 象に した調 査研究を実施 し､ 完全主義 の認知 を測定する質問紙を

作成 した ｡ そ の 結果 ､ (1) 高目標設置､ ( 2) ミ ス - の と らわれ ､ (3) 完全性追求 の 3 つ の 下位

尺度か ら構成され る ｢ 多次元完全主義認知尺度｣ が 完成 した ｡

研究 3 で は多次元完全主義尺度 の構成概念妥当性を確認 した｡

∴
,

･
'

i
' ㌔-一

第ⅠⅤ 章で は ､ 自 己志向的完全主義が適応 と不適応を導く メ カ ニ ズ ム を調 査研究 ､ 実験研究

に より検討する こ と を目的と した ｡

研究 4 で は ､ 自己志 向的完全主義､ 完全主義の 認知 ､
ポジテ ィブ 感情とネガテ ィ ブ感情と

の 関係 を検討するため ､ 大 学生 3 5 8 名 を対象に調査研究を実施 した｡ 共分散構造分析の 結果 ､

自己志 向的完全主義か ら (1) 完全主義の ポジテ ィ ブな認知 で あ る高目標設置が 生 じ､ こ の認

知 が ポジテ ィ ブ感情と結び つ く こ と ､( 2) 完全主義の ネガテ ィ ブな認知 で ある ミ ス - の とらわ

れ が生 じ､ こ の認 知がネガテ ィ ブ感情と結び つ く こ とが明らか とな っ た ｡

研 究 5 で は ､ 自己 志向的完全主義､ 接近 目標と回避 目標 ､ 完全主義 の認知 ､
ポ ジテ ィ ブ感

情とネガテ ィ ブ感情との 関係 を検討するた め ､
大学生 6 0 名を対象に修正 ス トル

ー プテ ス トを

課題 に 用 い た実験研究を実施 した｡ そ の 結果､ (1) 接近目標が ある とき ､ 自己 志向的完全主義

か ら高目標設 置の 認知が生 じ ､
こ の認 知が ポジテ ィ ブ感情と結び つ く こ とが明 らか とな っ た ｡

一

方で ､ (2) 自己志 向的完全主義か ら ミス
- の と らわれが生 じ

､
こ の認 知がネガテ ィ ブ感情と

正 の 結び つ き ､
ポジテ ィ ブ感情と負 の 結び つ きが ある こ と､

また こ の 関係は回避目標がある

とき に増強 され る こ と が 明らか とな っ た｡

さらに研究 6 で は ､ 強迫性 障害に特徴的な行動 で ある過度の 情報収集と完全 主義との 関連

を検討するため ､ 大学生 6 0 名を対象に確率推論課 題 を行 っ た ｡
そ の 結果 ､

自己志 向的完全主
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義か ら完全性追求の 認知 が生 じ ､
こ の 認知が過度の 情報収集行動と結び つ く こ とが明らか と

な っ た ｡

屠 v 章

第 Ⅴ 章で は ､ 総合考察を行 っ た｡ まず､ 各研究の 知見 を総合 し ､ (1) 接近 目標が ある場合

の み ､ 完全主義パ
ー ソナリテ ィ か らポジテ ィ ブな完全主義の認 知が生 じ､ こ の 認知が適応 と

結び つ く こ と､
また (2) 完全主義パ

ー ソナリテ ィ か らネガテ ィ ブ な完全主義の 認知が生 じ､

こ の 認知が 不適応 と結び つ く こ と ､ 回避目標 が あ る場合 にネガテ ィ ブ な完全主義の 認知 が強

く なる こ とが 明 らか とな っ た ｡

次 に ､ 完全主義に 関する既存の モ デル と比較 し､ 本博士論文 の 認知 モ デル の 長所 と して ､

( 1) 数多く の完全主義の なか で ､ 最も基本的で包括的な概念で ある ｢自 己志向的完全主義｣ を

使用 したモ デル で あ る こ と ､ (2) 完全主義の適応的側面 と不適応的側面 を包括的に とらえた モ

デル で あ る こ と ､ (3) 完全主義 の個人差 (特性) だ けで なく ､ 認知 (状態) や状況 をとり い れ

た モ デル で あ る こ と ､ (4) 完全主義に対する介入方法 との 整合性が高い モ デル で ある こ とな ど

が明ら か とな っ た ｡

最後に ､ 精神科患者の 症例を提示 しなが ら､ 完全主義と結び つ く精神疾患に対する認知行

動療法を考案 した ｡

まとめ

本博士論文 で は ､ ( 1) 自 己志向的完全主義の 認知 モ デル を作成
･ 検証す る こ とに より ､ (2)

完全主義パ
ー ソナリテ ィ が どの ように 心理的適応と不適応 と結び つ く の か を明らか にす る と

ともに ､ (3) 研究で得られ た知 見に も とづ き ､ 完全 主義と結び つ く様々 な精神疾患に対す る治

療に 寄与す る こ とがで きた ｡




